
V.研 修 ・出張報告

1.第51回 東海 ・近 畿地域附属農場協議 会 友廣教 道

開催 期 口:平 成22年7月29日 ～7月30預

開催 場所:名 城大学

1)会 議 内容

(D平 成23年 度の地域協議 会当番校の選 出

平成23年 度の地域 協議会 当番校 として石川県立大学が選 出され た.

(2)附 属農揚等技術職員の質 向上に役立つネ ッ トワー ク作 りの調査

前年度 と同様,本 年度 もネ ッ トワー クを活用す る方向で承認 され た.ま た,前 年度 と同様,技 術等

発表会(技 術集録)は 地域幹事校 が取 りま とめ ることになった.

(3)本 年度アンケー ト調査結果

本 年度の初 夏か ら宮崎県を中心に問題 になった 口蹄疫 に関 して,各 大学附属農揚お よびセ ンター の

畜産分野にお ける防疫方法等 にっいてアンケー ト調査 を基 に協議 された.

2)技 術等発表 講演会

「大学附属農揚飼 育環境 下にお ける家畜排泄物利用 がほ うれ ん

草の生育 と成分に及 ぼす影響」(名 城大学),「 苗基部の直径 がタ

マネ ギの抽台に及 ぼす影響」(二 重大学),「 大学附属農場 におけ

る作 業効率化をめ ざしたブ ドウ棚仕立ての樹形 の検討」(名 城大

学)が 各担 当者か ら発表 された.

3)現 地見学

{1)名 古屋市農業セ ンター(名 古屋市)見 学

しだれ梅が約700本 植 栽 され,国 内有数 とされ てい る しだれ梅 園,

竹林,ベ ゴニア を中心 とした花卉温室 を見学 した,ま た,日 本3大

地鶏 と して有名 である名古屋 コーチンが飼育 されてい る鶏舎,牛,

羊,山 羊の放牧場 を見学 した.

(2)愛 知県農業総合試験場(愛 知郡長久手町〉 見学

試 験場で実施 され ている試験内容 の紹介があ り,そ の後,広 大な

場内の園芸研 究部,作 物研 究部の圃場 を見学 させて もらった.特 に

目をひいたのは,自 動管理 システ ムで管理 され てい る温室であった.
写真 愛知県農業総合試験場



2.平 成22年 度全国大学附属農場協議会秋季全 国協議会 文室政彦

開催期 日:平 成22年9月30日 ～31日(担 当:岐 阜大学)

開催場所:岐 阜市 内のホテルパー ク

1)会 議 内容

(1)協 議 ・報告事項

協議 事項では,農 場の教育関係共同利用拠 点認定制度へ の対応が協議 され た.

申請 した大学:東 北大,筑 波大,宇 都 宮大,京 都大,広 島大,岡 山大 採択 された大学:宇 都宮大,

広島大 申請 を検討 した大学:北 海道大,岩 手大

採択 された大学 の申請書の内容ついて説明があ り,宇 都 宮大か らは,複 合型の農場で,分 野横 断的

に利用 でき,ニ ー ズや社会的使命があることを強調.受 理 され た理 由としては,文 科省にや る気を印

象づけた.本 年 も募集 があ り,採 択に向けて情報交換 をす る.

承合事項 と して,大 学農場 ・セ ンターの 口蹄疫への対応 について,ア ンケー ト結果が説 明 された.

報告事項で は,「 第122回 農学系学部長会議 への意見 ・要望」 が6月3日 付 けで出 され,農 場 の教 育

関係共 同利用拠点の認定,フ ィール ド実習教育 の質保証 とその基盤 となる人的,予 算的処置,食 育の

取 り組みについて,要 望が出され た.

「食育の推進 」にっいては,6月2～8日 の,新 宿高島屋 でフェアー等が盛 大に開催 され た.今 後,

第3回 食育シ ンポジウムを開催予定.

「第3回 技術職員等意見交換会」が 「大学は美味 しい!!」 フェア(新 宿高島屋)開 催 中の6月7日 に,

9大 学16名 で開催 された.ま た,今 回の協議会の昼食 時間に技術職員が集 ま り意見交換会 が開催 され

た.今 後,技 術員 を中心 となって技術職員集会 を開催す る.新 たに規約 を設 ける.

「附属農場におけるフィール ド教育の質保証 を基準化」 をす るために,ス ケジュール とメンバーを

決め,2年 以 内に ミニマム基準 を作 る.ワ ー キンググループ を委員会に,ま た科研費 の申請 を行 う.

全 国演習林協議会 との情報交換を進 める.将 来的に,共 通課題 についてシンポジ ウムを開催 したい

との ことであった.

(2)平 成22年 度全国大学農場技術賞 ・教育賞表 彰式お よび発表会

「大学農場技術賞」は岩手大 田口芳彦 氏,三 重大宮崎洋介氏,大 阪府 立大西田哲治氏,島 根大武 田

久男氏 に,「 大学農場教育賞」 は千葉大渡辺 均氏に贈呈 され,各 受賞者 か ら受賞講演 が行 われた.

3)教 育研究集会 シンポジウム

特別講演 として 「岐阜の鵜飼」 の題 目で,宮 内庁式部職鵜 匠 山下哲 司氏,「 養鶏用資料 としての飼

料米一岐阜県にお ける取 り組み一」の題 目で,岐 阜県養鶏農業協同組合技術顧問 後藤徳彦氏が発表

した.
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3.フ ー ドテ ック2010国 際食品産 業展2010大 阪 岸 昌生

開催期 日:平 成22年9月7日 ～10日

開催場所:イ ンテ ックス大 阪

展示内容:フ ー ドテ ック2010に お いて湯浅農場および生石農場 の生産物 を展示 して大学附属農場の

ア ピール を行 った.生 石農場か らは,r近 大お い し牛」 と 「近大おい し鴨」を出品 した.来 場者 はた

いへん多 く,さ まざまな質問があ り盛況であった.近 畿大学 といえば,`近 大まぐろ'が 有名 である

との認識が多か ったが,今 回附属農場で生産 している生産物を知 ってもらう良い機 会ができた.こ の

展示会の影響で,複 数の業者 より 「近大おい し牛」 と 「近大おい し鳴」を流通 して欲 しい との依頼が

あ り,今 後の拡大販売に繋が ることを期待 している.

写真 フー ドテ ック2010で の展 示模 様

4.日 本 畜産 学会 第ll2回 大会

開催 期 日:平 成22年3月270～30目

聞催 場 所:明 治 大学 駿 河台 キ ヤンパ ス(藁 京都 千 代 田 区)

岸 昌生

内容:日 本畜産学会賞を受賞 され た万年氏(神 戸大学)よ り 「牛肉品質に関連す る遺伝子の同定 と

利用」 と題 して講演があった.近 年,牛 肉の美味 しさの評価 として,不 飽和脂肪酸の含有 量が影響 し

ていることが分かづてきた.と くに,不 飽和脂肪酸の中でもオ レイン酸が食 味に影響 してい る.そ こ

で,演 者 は牛において飽和脂肪酸か ら不飽和脂肪 酸に合成す る酵素(SCD)の 遺伝子に着 目 し,そ の遺

伝子(SCD遺 伝 子)に ついて調べた結果,翻 訳領域にア ミノ酸変異を伴 う一塩基の置換があ ることを発

見 し,そ の タイプ(AA,VV,AV型)に よって,不 飽和脂肪酸含有量が異な ることをっ きとめた.こ れ

は,SCD遺 伝子を一 っの指標 として 肉牛の育種改良を行 えぱ,良 質な牛の生産 に繋がる.当 農揚で も,

肉牛の繁殖 を今後行 う予定 にしてお り,こ のよ うな技術 を導入 して,高 級牛の効率的な生産を 月指 し

たい と考える.な お,生 物理工学部 との共同で一般発表 を行った(演 題名:ポ リジメチル シロキサ ン

製マイ クロウェル の容積 と胚数が ウシ胚の初期発生に及ぼす影響).


